
 モニターだよりの創刊号に，小

金澤会長の「食の安全・安心は1

セット」の中に，「食の安全・安

心は生産者と消費者の相互理解

と，お互いに理解できるわかりやすい情報の共有が

前提になる。」という一文があります。私は事業者

側としての立場からみましても，なるほど，と全面

的には無理としても何かしら相通ずるものが考えら

れます。 

 私たち事業者（飲食店，鮮魚業者，菓子店，豆腐

店，ホテル旅館等など，保健所からの営業許可を有

するもの）は，消費者に対し，おいしいものを提供

するのは勿論ですが，根本となる自主衛生管理を推

進しなければなりません。地区の食品衛生協会と食

品衛生指導員との衛生指導（巡回指導）が徹底すれ

ば，より食の安全安心に繫がると思います。しかし

いくら頑張っても油断は禁物，「食中毒」という危

険が潜んでいます。事業者は衛生管理に万全を期し

て食品の提供をしていますが，もし万が一，食中毒

を起こしてしまった場合，賠償金支払い等，誠実に

対応する必要があるのは言うまでもありません。 

 そこで，役職柄，この紙面をお借りして当協会の

取組みの１つをご紹介させていただく事をお許し願

います。３年ほど前，年掛金１,７００円の「食品

営業賠償共済」に加入していたある業者が，２５０

人余りの「Ｏ（オー）１５７」による食中毒者を出

してしまいました。このケースでは「食品営業賠償

共済」に加入しておりお客様に対する５千万円余り

の賠償に速やかに対応することができました。 

 総合食品賠償共済の中に「あんしんフード君」と

いうものがあります。それは，提供した飲食物は勿

論ですが，「業務遂行・施設に起因する事故」，つ

まり，店舗で誤ってお客様にけがをさせたとか，

「受託物に関する事故」，クロークで預かったコー

トを誤って汚損させたとか，いろいろなケースが想

定されますが広く対応できる共済です。事業を継続

するために自らの「休業補償金」も現実的に必要と

なり，こうした部分の補償もされるものもありま

す。 

 こうした共済には多くの事業者が既に加入してい

ますが，当協会では，未加入者に強くお勧めしてい

るところです。 

 私は，東松島市の専業農家です。お米と長葱を生

産，販売しております。「安心・安全」が当たり前

の今，生産者が宮城の「安心・安全」を支えている

と錯覚しておりました。みやぎ食の安全安心推進会

議の委員に委嘱され，会議に参加いたしまして，自

分の錯覚に気がつきました。「食の安心・安全」は

生産者と消費者の相互理解と，お互い理解できるわ

かりやすい情報の共有が大前提である事を学びまし

た。年に３回開催される推進会議では，委嘱された

方々が，それぞれの立場から活発な意見を述べられ

ます。委員の皆様の知識の豊富さと，食への関心の

高さが窺え大変勉強になります。 (次頁へ続く→) 
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みやぎ食の安全安心推進会議委員になって 

＜みやぎ食の安全安心消費者モニターについて＞  

  食と暮らしの安全推進課では，県民参加による食の安全安心確保対策を推進するため，消費者としての役割を自らの行動で
積極的に果たす人材を育成することを目的に，「みやぎ食の安全安心消費者モニター」を随時募集・登録しております。研修会を

はじめ，県が実施する諸事業にご参加いただき，食の安全安心に関する正しい知識を身に付けていただいております。 

【 巻 頭 随 筆 】 「あんしんフード君」（共済制度）について  

   みやぎ食の安全安心推進会議委員（第６期）公益社団法人宮城県食品衛生協会長 渡邊 昭 

みやぎ食の安全安心推進会議委員（第６期） 宮城県農業士会指導農業士 大崎 早苗 
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 また，消費者モニターの皆様の中から食品表示

ウォッチャーを募集し，スーパー等に出向き，ＪＡ

Ｓ法に基づく食品表示が適正になされているか調

査・報告をする事業があります。この食品表示

ウォッチャーに，１００名の募集に対し，１７２名

の応募があった事をモニターだよりで知り（平成 

２５年度），宮城のモニターさんの「食の安心・安

全」に対する意識の高さを痛感いたしました。 

 今年も米の栽培が始まっています。

生産者として「安心・安全」でおいし

いお米を消費者の皆様にお届け出来る

よう頑張ろうと改めて思いました。 

【報告】平成２５年度みやぎ食の安全安心消費者モニター研修会開催結果 

  去る平成２６年１月２９日（水），宮城県行政

庁舎２階第二入札室にて，平成２５年度みやぎ食の

安全安心消費者モニター研修会を開催し，消費者モ

ニターほか６１名の方々が参加されました。今回の

研修会は「食と放射性物質」をテーマに，消費者庁

との共催で「食品中の放射性物質に関するコミュニ

ケーター養成研修」の内容で開催しました。 

 研修では，消費者庁担当職員による「食品中の放

射性物質に関する管理と評価の現状等について」の

講座のほか，霧箱実験を含む東北大学大学院工学研

究科教授による「放射性物質に関する基礎知識」の

講義がなされました。霧箱実験では，参加者の方々

に，一人一つずつ配られたキットを使って霧箱を作

成していただき，肉眼で放射線の飛跡を見ていただ

きました。皆様は普段観察することのできない光景

に，驚きや感動の声を上げられておりました。参加

された方からは，とてもためになったとのお声をい

ただいたほか，参加者アンケートの結果からも，今

回の研修会が満足度の高いものとなったことが窺え

ました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 今後も皆様の関心の高いテーマで研修会を行う予

定ですので，ぜひご参加ください。 

  

【参加者アンケートより】 

 
 問「今回の研修会（研修会全体）について， 

   ご感想をお聞かせください。」 

 大変満足・・・・・・・・・１３人     

 まあまあ満足・・・・・・・２７人 

 どちらともいえない・・・・・３人 

 あまり満足ではなかった・・・３人 

 不満・・・・・・・・・・・・０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問「また参加したいと思いますか？」 

 ぜひ参加したい・・・・・・・１７人 

 都合がつけば参加したい・・・１７人 

 テーマによっては参加したい・・５人 

 あまり参加したくない(できない) 

           ・・・・・０人                          

 参加したくない(できない)・・・０人 

 

【霧箱を作成する様子】 

皆様とても熱心に取り組まれていました。 

大変満足 

まあまあ

満足 

あまり 

満足では 

なかった 

どちらとも 

いえない 

ぜひ参加 

したい 

都合が 

つけば 

参加したい 

テーマに 

よっては 

参加したい 
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 昨年１０月，大阪の有名なホ

テルに端を発した，実際には表

示と異なる食材が使用されてい

た問題では,メニュー等表示に対

する消費者の信頼が大きく揺ら

ぎました。ホテルやレストランなどの飲食店等で提

供される料理等の表示については，食品衛生法やＪ

ＡＳ法の対象ではなく，大きくクローズアップされ

たのが，景品表示法（不当景品類及び不当表示防止

法）です。 

 消費者なら，誰もがより良い商品・より良いサー

ビスを受けられるよう普段何気なく商品選択をして

おります。 

 ところが，実際よりも良く見せかける表示が行わ

れていたり，過大な景品付き商品の販売が行われた

りすると，消費者が誤った選択をし，実際には質の

良くない商品やサービスを購入することで不利益を

被るおそれがあります。 

 このような不当表示や不当な景品類から一般消費

者の利益を保護するための法律が景品表示法です。 

 景品表示法は，商品やサービスの品質，内容，価

格等を偽って表示を行うことを規制するとともに，

過大な景品類の提供を防ぐために景品類の最高額を

制限することにより，消費者がより良い商品やサー

ビスを自主的かつ合理的に選べるようにしておりま

す。 

景品表示法が対象としている表示の範囲は実に幅

広く，チラシやパンフレット，パッケージ，雑誌，

新聞広告，ポスター，テレビやラジオ，インター

ネットのコマーシャルなどであり，飲食店における

メニュー等の表示も対象となります。 

 今回このような不適正表示が発生した主な原因・

背景として，消費者庁を中心とした関係省庁がまと

めた結果， 

 ①事業者による法令遵守等の意識の欠如 

 ②景品表示法の趣旨，内容の不徹底 

 ③行政の監視指導体制面の問題 

 が挙げられております。 

 これらの反省を受け，個別事案に対して厳正に対

処し，関係業界には表示適正化とルール遵守の徹底

を指導しているほか，国における監視体制や，都道

府県知事の権限強化に向けた景品表示法の改正が予

定されています。 

 昨年１２月には，「和食の食文化」がユネスコの

世界無形遺産に登録されましたが，「日本の食」に

対する国内外の消費者の信頼を回復するためにも，

再びこのような不適正表示を発生させてはいけませ

ん。 

 県では，食品表示に関する情報提供や疑問，相談

等を受け付ける食品表示１１０番を設置しておりま

す。 

消費者モニターの皆さん，メニュー表示をはじめ

とする食品表示において，疑問やおかしな表示を発

見したら「食品表示１１０番」まで是非ご一報・ご

相談ください。 

 

 

 【食品表示１１０番】 

 電 話：０２２－２１１－２６４３ 

 ＦＡＸ：０２２－２１１－２６９８           

 メール：syokua@pref.miyagi.jp 

【 食 の 安 全 安 心 基 礎 講 座 】 第 ７ 回  景 品 表 示 法 に つ い て 

【協力依頼】平成２６年度みやぎ食の安全安心消費者モニターアンケート 

 県では毎年度，食の安全安心に対

するモニターの皆様の意識を把握す

るため，みやぎ食の安全安心消費者

モニターアンケート調査を実施して

おり，今年度も６月～７月頃の実施

を予定しております。 

 皆様から御返送いただいたアンケート調査表

は，分析を行って結果をまとめ，県のホームペー

ジに掲載するほか，関係機関に情報提供を行って

今後の施策の参考とさせていただくこととしてお

りますので，御協力いただきますようよろしくお

願いいたします。 



 去る４月２２日（火），県庁１８階レストラン

ぴぁにて，「みやぎ食の安全安心取組宣言」の新

ロゴマーク交付式を行いました。 

 交付式では，食と暮らしの安全推進課長から，

レストランぴぁを運営する特定非営利活動法人福

祉ネットＡＢＣ代表理事に新ロゴマークが交付さ

れ，式の終了後にレストランぴぁ店頭に掲示され

ました。 

 

 

 

 

 

  

 今回の交付式を皮切りに，今後新ロゴマークへ

の切替を順次進めてまいりますので，取組宣言者

の店頭等を探してみてくださいね。 

【報告】平成２６年度宮城県食品表示ウォッチャー業務説明会開催 
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【 報告 】みやぎ食の安全安心取組宣言 ・新ロゴマーク交付式開催 

 去る４月３０日（水），県庁講堂で平成２６年度

「宮城県食品表示ウォッチャー」業務説明会を開

催しました。 

 今年度は，１００名の定員に対して１５４名の

方からの応募があり，人口を基に定めた配置人数

を超える応募のあった圏域については，未経験の

方を優先した上で抽選を行いました。 

 説明会では，担当者から表示の見方の説明や業

務を行うにあたっての注意点などが説明されまし

たが，参加者の方々はみな真剣な表情で聞き入

り，正しい表示方法や調査報告書の記入方法など

について，積極的に質問をされていました。 

 ウォッチャーの方々には６～１２月までの７ヶ

月にわたり調査・報告をしていただきます。県で

は，ウォッチャーの皆様からいただいた報告をも

とに表示の監視指導に努めてまいります。 

 

【交付の様子】 

右：食と暮らしの 

  安全推進課長 

左：福祉ネット 

  ＡＢＣ代表理事 

レストランぴぁ

店頭に掲示され

たロゴマーク 

「食品表示ウォッチャー」とは？ 

 県から委嘱されたウォッチャーが，スーパーな

どにおいて，販売されている食品の表示がＪＡＳ

法に基づいて正しくなされているか調査して県に

報告するもので，県では平成２４年度から消費者

モニターの皆様を対象に募集を行っています。 

  初夏の風を感じるこの頃，皆様いかがお過ごしで

しょうか。私は今年度のみやぎ食の安全安心消費者

モニター制度を担当する小笠原です。 

 平成２６年度が始まり，私は本制度の担当となっ

て３年目，このモニターだよりの発行も今回で７回

目を迎えました。今年度も初心を忘れることなく，

皆様にモニターだよりを楽しんで読んでいた

だけるよう力を尽くしたいと思いますので，

よろしくお願いいたします。（小笠原） 
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